
モノづくり日本会議

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
幅
広
く

モノづくり日本会議通常総会
　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は

月

日
都
内
で
、
第
５

回
通
常
総
会
を
開
い
た
。
ま
た
日
刊
工
業
新
聞
社
と
共

催
す
る
「
２
０
１
２
年

モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
」
の

贈
賞
式
も
行
っ
た
。
通
常
総
会
で
は
同
会
議
の

年
度

年

月
―

年
９
月

の
収
支
・
事
業
報
告
と
、

年
度

年

月
―

年
９
月

の
事
業
計
画
・
予

算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
贈
賞
式
で
は
東
芝

「
ｅ
ｃ
ｏ
チ
ッ
プ
」
に
部
品
大
賞
を
贈
り
、
佐
々
木
則

夫
東
芝
社
長
が
受
賞
し
た
。
こ
の
ほ
か
モ
ノ
づ
く
り
日

本
会
議
共
同
議
長
賞
、
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
理

事
長
賞
、
日
本
力

に
っ
ぽ
ん
ぶ
ら
ん
ど

賞
な
ど
合

わ
せ
て

件
に
各
賞
を
贈
っ
た
。

年度の事業計画などを審議

グ
ロ
ー
バ
ル
力
磨
く
場
展
開

表彰状を受け取る佐々木東芝社長

超モノづくり部品大賞東芝など件に贈賞

技術力・独創性を評価部門横断も

モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
共
同
議
長
庄
山
悦
彦
氏
日
立
製
作
所
相
談
役

　世界経済を見ても欧州は金融不安が
あり、米国にも不安がある。もちろん
日本も中国との関係をはじめいろいろ
と問題がある。本当にやっていかなけ
ればならないのはシステム、サービ
ス、ソフトを含めた広い意味でのきち
んとしたモノづくりがグローバル展開
できるようにしていくこと。皆さまも
同じ気持ちで日頃励まれているはず
で、モノづくり日本会議の場で会員各
社が相互に研さんし合うことによっ
て、日本の強さをさらに発揮できれば
と考えている。

審
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
臨
席
し

件

に
贈
賞

▲

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
第
５
回
通

常
総
会
は
２
０
１
１
年
度
の
事
業
活

動
・
収
支
報
告
を
審
議
し
た
後
、

年
度
の
事
業
計
画
案
・
事
業
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
し
た
。
冒
頭
井
水
治

博
日
刊
工
業
新
聞
社
社
長
が
「
モ
ノ

づ
く
り
推
進
会
議
の
４
年
間
の
活
動

実
績
を
踏
ま
え
て
昨
年

月
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
へ
進
ん
だ
モ
ノ
づ
く
り
日

本
会
議
は
こ
の
１
年
間
、
わ
が
国
の

モ
ノ
づ
く
り
の
競
争
力
強
化
に
向
け

た
具
体
的
方
策
を
検
討
し
、
成
果
を

共
有
す
べ
く
取
り
組
ん
で
き
た
。
新

産
業
・
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
へ
の
道
も

探
っ
て
い
る
。
会
員
の
企
業
間
・
地

域
間
・
産
業
間
の
新
た
な
連
携
に
向

け
て
も
活
動
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
審
議
に
先
立
ち
、
出
席
者

の
中
か
ら
議
長
に
モ
ノ
づ
く
り
日
本

会
議
共
同
議
長
で
あ
る
日
立
製
作
所

の
庄
山
悦
彦
相
談
役
を
選
ん
だ
。

　
ま
ず

年
度
の
活
動
報
告
と
し
て

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
強
化
関
連

事
業
」
と
「
新
産
業
・
新
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
／
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
想
力
向

上
検
討
事
業
」
を
中
心
に
幅
広
く
展

開
し
た
内
容
を
列
挙
。
東
日
本
大
震

災
や
タ
イ
の
大
洪
水
と
い
っ
た
危
機

に
直
面
し
な
が
ら
日
本
企
業
が
安
心

・
安
全
で
高
度
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化
検
討

会
」
な
ど
の
新
規
事
業
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議

の
４
年
間
の
活
動
も
踏
ま
え
て
、
１

月
に
「
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
発
展
に

係
る
施
策
の
継
続
強
化
に
対
す
る
要

望
書
」
を
取
り
ま
と
め
、
経
済
産
業

省
製
造
産
業
局
長
に
提
出
し
た
。
要

望
書
に
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
活
動
で
得
ら
れ

た
知
見
を
盛
り
込
み
、
環
太
平
洋
連

携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

や
法
人
税
引
き

下
げ
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
産
業
発
展
に

関
連
す
る
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
も

求
め
て
い
る
。

　

年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
前

年
度
か
ら
引
き
続
い
て
の
事
業
に
加

え
、
「
モ
ノ
づ
く
り
力
徹
底
強
化
検

討
会
」
な
ど
の
新
規
事
業
に
つ
い
て

も
展
開
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

は
、
先
進
的
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
会
員
企
業
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
か
ら
の
協
力
を
得
て
モ
ノ
づ
く
り

の
最
先
端
を
考
え
る
場
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
企
業

間
・
地
域
間
の
連
携
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
も
一
段
と

力
を
入
れ
て
い
く
。

　
こ
の
う
ち
モ
ノ
づ
く
り
力
徹
底
強

化
検
討
会
は
既
に

月
に
初
会
合
を

開
く
な
ど
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
極

め
て
厳
し
い
環
境
下
に
あ
っ
て
も
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め
に
、
設

計
や
製
造
技
術
、
生
産
管
理
な
ど
に

は
じ
ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
モ

ノ
づ
く
り
力
の
徹
底
強
化
策
を
探
っ

て
い
く
場
と
す
る
。
具
体
的
に
は
情

報
技
術

Ｉ
Ｔ

を
駆
使
し
た
試
作

レ
ス
の
開
発
技
術
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
活
用
に
よ
る
加

工
、
組
み
立
て
、
搬
送
な
ど
あ
ら
ゆ

る
工
程
の
自
動
化
と
い
っ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
う
企
業
や
気
鋭
の
研
究
者
を
中
心

に
学
び
合
う
場
と
し
て
い
く
。

　
ま
た
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
研
究
会
」
で
は
一
般
に
も
ネ
イ

チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
将
来
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
公
募
す
る
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
す
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
関
連
で
は
地

区
別
研
究
会
「
多
摩
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
」
か

ら
発
展
し
て
、
東
京
・
八
王
子
地
域

の
サ
ー
ビ
ス
業
や
病
院
な
ど
と
も
連

携
す
る
「
高
齢
者
統
合
サ
ー
ビ
ス
事

業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い

る
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
証
す

る
も
の
で
、
こ
れ
も
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
を
探
る
活
動
の
一
環
。

　
「
２
０
１
２
年

モ
ノ
づ
く
り
部

品
大
賞
」
は
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議

と
日
刊
工
業
新
聞
社
が
中
心
と
な

り
、
経
済
産
業
省
と
日
本
商
工
会
議

所
の
後
援
を
受
け
て
、
モ
ノ
づ
く
り

競
争
力
の
源
泉
で
あ
り
な
が
ら
日
頃

光
が
当
た
り
に
く
い
部
品
・
部
材
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
顕
彰
制
度
で
、

通
算
９
回
目
。
今
回
は
応
募

件
の

中
か
ら
東
芝
の
「
ｅ
ｃ
ｏ
チ
ッ
プ
」

が
「
部
品
大
賞
」
に
輝
い
た
。
同
時

に
「
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
共
同
議

長
賞
」
と
「
も
の
づ
く
り
生
命
文
明

機
構
理
事
長
賞
」
に
各
１
件
、
「
日

本
力

に
っ
ぽ
ん
ぶ
ら
ん
ど

賞
」

に
２
件
、
ほ
か
に
「
機
械
部
品
賞
」

８
件
、

電
気
・
電
子
部
品
賞

４

件
、
「
自
動
車
部
品
賞
」
４
件
、

「
環
境
関
連
部
品
賞
」
３
件
、
「
健

康
・
医
療
機
器
部
品
賞
」
２
件
、

「
生
活
関
連
部
品
賞
」
３
件
、
「
奨

励
賞
」
５
件
と
、
全
体
で

件
の
部

品
に
各
賞
を
贈
っ
た
。

　
贈
賞
式
で
は
受
賞
者
を
代
表
し
て

東
芝
の
佐
々
木
社
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る

製
品
や
技
術
を
開
発
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
も
日
本
で
モ
ノ
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
抱

負
を
語
っ
た
。
ま
た
部
品
大
賞
と

「
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
共
同
議
長

賞
」
「
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構

理
事
長
賞
」
を
受
賞
し
た
３
部
品
に

関
し
て
は
、
部
品
概
要
や
開
発
の
経

緯
な
ど
を
ま
と
め
た
映
像
が
会
場
で

上
映
さ
れ
た
。

　
審
査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
代
表
し
て

小
口
泰
平
芝
浦
工
業
大
学
名
誉
学
長

が
全
体
を
講
評
。
「
技
術
力
や
独
創

性
な
ど
で
高
い
評
価
を
得
た
部
品
が

多
か
っ
た
。
ま
た
今
回
は
機
械
と
環

境
と
い
っ
た
よ
う
に
複
数
の
部
門
に

ま
た
が
っ
て
選
考
の
対
象
と
な
っ
た

部
品
が
目
立
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　
受
賞
部
品
の
う
ち
大
賞
の
東
芝

「
ｅ
ｃ
ｏ
チ
ッ
プ
」
は
リ
モ
コ
ン
受

信
部
の
待
機
電
力
を
ゼ
ロ
に
す
る
低

消
費
電
力
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
で
、
既
に
同
社

の
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
。
同
社
の
半
導
体
技
術
が
家
電

の
電
力
制
御
に
生
か
さ
れ
た
も
の

で
、
今
後
の
搭
載
の
広
が
り
も
期
待

さ
れ
る
。

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
共
同
議
長

賞
の
デ
ン
ソ
ー
「
自
動
車
エ
ン
ジ
ン

冷
却
用
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

Ｇ
Ｓ

Ｒ

」
は
同
社
が
新
世
代
の
標
準
品

と
位
置
付
け
る
も
の
で
、
冷
却
性
能

を
保
っ
た
ま
ま
従
来
製
品
よ
り
寸

法
、
重
量
と
も
約

％
削
減
し
た
。

　
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
理
事

長
賞
の
ア
イ
シ
ン
精
機
「
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
フ
ル
イ
ド
入
浴
装
置
」
は
専

用
の
入
浴
剤
入
り
の
湯
か
ら
、
直
径

４
０
０

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０

万
分
の
１

以
下
と
微
細
な
泡
を
生

成
す
る
も
の
。
ク
リ
ー
ム
状
の
泡
で

通
常
の
入
浴
同
様
温
ま
る
こ
と
が
で

き
る
「
泡
入
浴
」
を
提
案
す
る
。

世界で強み発揮を

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
５
日
、
東
京
都
八
王
子
市
の
八
王
子
先

端
技
術
セ
ン
タ
ー
で
地
区
別
研
究
会
・
多
摩
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ボ
ッ
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
第
５
回
講
演
会
を
開
い
た
。
秋
元
大
セ
グ
ウ

ェ
イ
ジ
ャ
パ
ン
取
締
役
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
が
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
社
会
実
装

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
と
の
関
わ
り

」

と
題
し
て
講
演
し
、
移
動
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
国
内
外
で
の
導
入
の
現

状
と
今
後
の
課
題
な
ど
を
紹
介
し
た
。
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
会
員

企
業
な
ど
約

人
が
参
加
し
た
。

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
社
会
に
生
か
す
発
想
を

秋元大氏セグウェイジャパン取締役多摩ソーシャルロボ研講演会街
の
観
光
・
パ
ト
ロ
ー
ル
に
商
機

▲ロ
ボ
ッ
ト
の
新
た
な
可
能

性
を
探
る

　
当
社
が
扱
う
移
動
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
セ
グ
ウ
ェ
イ
」
は
米
国
発
の
ロ
ボ

ッ
ト
。
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

Ｒ

Ｔ

が
劣
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
Ｒ
Ｔ
を
社
会
に
導
入
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
は
日
本
と
米
国
で
は

異
な
る
。
米
国
の
場
合
、
交
通
事
故

で
年
間
約
３
万
人
が
死
亡
し
て
お

り
、
ま
ず
交
通
事
故
が
及
ぼ
す
社
会

的
損
失
を
減
ら
す
た
め
に
Ｒ
Ｔ
が
ど

う
役
立
て
ら
れ
る
か
を
考
え
る
。
一

方
で
日
本
で
は
、
ま
ず
技
術
あ
り
き

で
社
会
の
現
状
や
仕
組
み
を
踏
ま
え

て
Ｒ
Ｔ
を
生
か
す
と
い
う
姿
勢
が
足

り
な
い
と
感
じ
る
。

　
セ
グ
ウ
ェ
イ
に
は
倒
立
振
子
の
制

御
な
ど
２
５
０
の
特
許
が
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
関

連
。
各
パ
ー
ツ
は

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー

汎
用
品

で
い

い
と
い
う
の
が
基

本
的
な
考
え
だ
。

　
し
た
が
っ
て
セ

グ
ウ
ェ
イ
を
ど
う

使
っ
て
い
く
か
、

ま
た
ど
う
社
会
に

導
入
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
い
く
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
セ
グ
ウ
ェ
イ
は
海
外
各
国
で
警
察

・
警
備
関
係
の
業
界
が
最
大
の
市

場
。
し
か
し
、
実
は
収
益
と
し
て
最

も
良
い
の
が
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ

て
町
や
公
園
な
ど
を
周
遊
す
る
ツ
ア

ー
。
特
に
欧
州
で
の
導
入
・
利
用
が

最
も
多
い
。
欧
州
の
各
都
市
の
特
徴

や
、
国
を
挙
げ
て
の
Ｃ
Ｏ
２

二
酸

化
炭
素

削
減
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
そ
の
社
会
が
持
つ
課
題
や
特
徴

を
踏
ま
え
た
一
つ
の
結
果
な
の
だ
と

思
う
。

　
一
方
米
国
で
は
、
法
制
化
に
よ
り

州
で
セ
グ
ウ
ェ
イ
が
歩
道
で
走
行

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｒ
Ｔ
を
社

会
実
装
し
て
い
く
た
め
に
は
、
法
制

化
も
含
め
て
、
国
や
都
市
、
地
域
の

協
力
が
不
可
欠
に
な
る
。

　
日
本
で
も
２
０
１
０
年
よ
り
茨
城

県
つ
く
ば
市
で
の
特
区
設
立
に
よ
っ

て
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
の
公
道
で
の
運
用

が
可
能
に
な
っ
た
。
ツ
ア
ー
を
は
じ

め
、
地
域
の
お
年
寄
り
が
セ
グ
ウ
ェ

イ
を
使
っ
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
る
。
高
齢
者
は
最
初
、
セ
グ

ウ
ェ
イ
に
乗
り
た
が
ら
な
い
が
、
い

っ
た
ん
乗
車
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開

始
す
る
と
周
囲
の
人
に
目
を
配
り
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
始
め
る
。

　
こ
れ
ま
で
一
度
も
事
故
が
起
き
て

い
な
い
う
え
、
軽
犯
罪
が

減
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ

る
。
な
に
よ
り
セ
グ
ウ
ェ

イ
が
高
齢
者
や
利
用
者
に

と
り
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
い
る
。

　
日
本
や
米
国
、
欧
州
と

い
っ
た
先
進
国
は
、
も
は

や
効
率
だ
け
で
モ
ノ
は
買

わ
な
い
。
Ｒ
Ｔ
が
普
及
し

て
い
く
に
は
、
こ
れ
が
一

つ
の
カ
ギ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　　 ２０１２年 平成２４年 １２月１９日 水曜日 　　 （ ）


